
 

2025 年 10⽉吉⽇ 

 

第 20 回英⽂学シンポジウムのご連絡 

 

 2025 年 11⽉8⽇（⼟）に⼤東⽂化⼤学板橋校舎にて開催する運びとなりました。シ

ンポジウムの詳細等は下記をご参照くださいますようお願い申し上げます。 

 
記 

 
第 20 回英⽂学専攻シンポジウム 

 
⽇時 2025 年 11⽉8⽇（⼟） 

 開会：10 時 00 分   (開場：9 時 30 分) 

 閉会：16 時 50 分 

 
開催場所 ⼤東⽂化⼤学 板橋キャンパス １号館２階 10102 教室 

 

 
 
事前申し込みについて 

ご参加をご希望の⽅は以下の URL または⼆次元コードにて必要事項を記⼊の上、 

11⽉7⽇（⾦）正午までにお申し込みください。 

※お申し込み頂いた⽅には、事前に資料を送りいたします。 

 

 
 

 
 
 

  

参加申込受付フォーム 

URL： https://forms.gle/mfiuf8awi5gy79Uq6  

 

[必要事項] 

1 お名前 

2 お名前（フリガナ） 

3 メールアドレス 

4 ご所属 

https://forms.gle/mfiuf8awi5gy79Uq6


プログラム 

9:30 ~ 10:00 受付開始 

10:00 ~ 10:10 開会式 

[院⽣発表]  

10:10 ~ 10:35 「ベトナム戦争映画における⼈間の表象」 

 修⼠課程 2 年 若⽣ ⼤輝 

 

10:40 ~ 11:05 「Beloved における⿊⼈の⾝体と科学的⼈種主義」 

 修⼠課程 2 年 ⾦ 憬睿 

 

11:10 ~ 11:35 「『1984 年』における⽀配構造と被⽀配者の眼差し」 

 修⼠課程 1 年 井上 ⼤輝 

 

11:40 ~ 12:05 「“Prelude”と引っ越し̶モノと私の関係性」 

 修⼠課程 2 年 渡辺 桃花 

 

13:10 ~ 13:35 「空間と感覚の描写̶On a Chinese Screenとモーム再考」 

 修⼠課程 2 年 崔 明欣 

 

13:40 ~ 14:05 「ウィーンで⼆度死ぬ̶⼤衆⽂化と『第三の男』」 

 修⼠課程 2 年 飯島 哲 

 

14:10 ~ 14:35 「Flat Adverbという現象はどのようなものか」 

 修⼠課程 1 年 五⼗嵐 勇⾺ 

[招待発表]  

14:40 ~ 15:20 「インポライトネスとその返事̶⽇本語を対象とした分析と今後の課題」 

 英国ランカスター⼤学（⾔語学専攻）・本学⼤学院（英⽂学専攻） 太⽥ 将⽀ 

[特別講演] 

15:30 ~ 16:45 「モダニズムを論じるときのツボ̶現在の英語教育をサブテクストにして」 

 東京学芸⼤学教授 ⼤⽥ 信良 

16:45 ~ 16:50 閉会式 

 

ご不明な点等ございましたら、下記の英⽂学専攻のメールアドレスにご連絡ください。
（dbu.postgrad.englit@gmail.com） 

以上 

mailto:dbu.postgrad.englit@gmail.com

